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額田王と天武天皇
一宮市 畑田 寿一

皇族であり詩人でもあった額田王は謎の多い人物である。特に天智天皇と天武天皇双方

に愛されたとする説など多彩ロマンスを提供しているが、歴史的な観点からみるとよく解

らない点が多い。地元の愛知県では最近まで額田郡が存在していたが、これらを含め額田

部の実態に迫ってみたい。

１ 額田王の生まれ年

Wikipediaでは十市皇女や額田王の生まれ年を次の様に上限と下限で想定している。こ

の想定に筆者が以前想定（「東海の古代」245号）した天武天皇の生年（635年）を重ねる

と次の表になる。筆者推定の天武天皇の生まれ年にふさわしいのは額田王が637年、十市

皇女が653年辺りとなり、16歳の時に娘の十市皇女は生まれた。

十市皇女の生年（６４８－６５３年） ６４８年 ６５３年

額田王の生年 上限 ６３１年 １７歳 ２２歳

下限 ６３７ １１ １６

天武天皇の生年 ５６歳没６３１ １７ ２２

筆者推定６３５ １３ １８

高市皇子生年 ６５４ －６ －１

２ 額田氏の出自

大海人皇子（天武天皇）は 妃の尼子媛を通じて海人族を、額田王を通じて額田氏を味

方に引き入れた。では額田氏とはどのような氏族であったか。詳細は不明であるが凡そ次

の様に考えられている。

（１）全国の額田氏

額田氏は、東は常陸国から西は肥後国まで30ヵ国以上に分布している。最も多いのは近

畿であるが、山陰、北陸にも多数存在し、九州、四国は数が少ない。

森公章氏は「額田部の研究2001」で額田の名前の由来を、「①額田＝抜型：鋳物や鏡の

工人、②額田＝泥田：未開地の開墾、③天皇家の土地（額田）の民とする説を掲げ、③が

妥当と考える」としている。しかし、後述の畿内における額田氏をみるとほぼ全てのケー
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スが当て嵌まり複合体の集団であった。

（２）畿内での額田氏

応神天皇は生駒山麓～河内平野などで勢力をのばし、大豪族たちの娘を次々に妃とし、

多数の皇子を設けた、額田部では井郷の田部の首長であった桜井田部連の女の糸媛を妃と

して迎え、額田大中彦皇子を設けた。時期的には５紀頃と考えられる。

畿内の額田氏は大別して６系統に分かれる。

系列 主な氏族・人物 本貫

天津彦根命 額田部連、額田湯坐連 河内、大和

神魂命 額田部宿祢 摂津

平群 額田首 河内

伊香我色雄命 額田臣 山城

その他 額田村主 大和

このうちの額田首は平群木兎宿禰の子孫と言われており、河内を中心に平郡氏と関係を
へ ぐ り つ く の す く ね

深めるが、大伴金村による平郡氏の討伐により、平郡氏が行っていた生駒山麓での馬の飼

育にも従事するようにもなり、全国に勢力を伸ばした。勢力拡大の背景には天皇家の土地

を管理する役目も負うようになり、利権の確保に成功したこともある。しかし、あくまで

も中小豪族で、冠位も額田部連比羅夫が小野妹子と同じ「大礼」で中流官僚であった。

額田氏はいくつかの顔を持つが、その中で額田部湯坐連と額田王との関連が注目される。
ゆえのむらじ

上流の王家では家庭教師や乳母を雇い子女の教育にあたった。しかし、中流以下では子女

を一か所に集めて教育した。大和の場合、大和郡山市にある額安寺（額田寺）付近には天

皇家にまつわる屋敷が集まり、額田部湯坐連がその任にあたったと考えられる。額田部皇
ゆえのむらじ

女（推古天皇）や額田王もこの「額田塾」の出身者で、両者の関係を系図からひも解こう

とした先人の努力が失敗に終わったのも、両者の関係は塾の卒業者以外の共通性が無かっ

たことに由来する。

ここで教育を受けた王子達は、地方の豪族に貰われる者、神社仏閣に入る者、役人にな

る者などが主で、政局に登場する者は稀であった。しかし、①才覚に長けた者、②一芸に

秀でた者、③政局の変動により婚姻相手と共に中央入りする者が現れ、額田部皇女は③に

該当し、額田王は②に該当した。大海人皇子は①に該当するが、斉明天皇に可愛がられる

など幸運に恵まれた面が多い。

（３）東海地方の額田

東海地方では、額田は壬申の乱で大海皇子の湯沐邑となった地（美濃の西部の池田町・
とうもくゆう

大野町付近）と三河国の額田町がある。５世紀後半から６世紀初めに海運が盛んになり、

海人族が各地に拠点を造るようになった時期に、土地を求める氏族が渡来人と混然一体と

なり各地に住み着いたが、その中でも額田氏は代表的な存在であった。壬申の乱と三河の

額田氏の関連は史書に無く不明であるが、持統天皇が晩年壬申の乱の功労者を訪ねて三河

に行幸しているので関係があったと考えられる。

３ 額田王の出自

『日本書紀』の天武二年の記述「天皇初娶鏡王女額田 姬 王、生十市皇女」や天武十二

年の「天皇幸鏡 姬 王之家、訊病。庚寅、鏡 姬 王薨。」の記述から額田王は鏡王の娘であ

った。また、逝去に際して、「薨」の文字が使われていることから鏡姫王は額田王の事を
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指している。更に、上記の記述の中で額田姫王は「初」の言葉があり、他の妃より早く妃

になったこと示し、尼子媛の場合は「納」と記述されているが、「娶」の文字が使われて

いることから天皇家の血筋をひく「女王」であった。

上記の説に対して「逝去したのは額田王では無い」とする説が通説になっており、根拠

を万葉集の弓削皇子の歌（巻2－111）に求めている。しかし、時代が飛んで突然現れるこ

とや、返歌が本当に額田王の歌であったのか根拠が薄い。

４ 額田王と天智・天武天皇

大海人皇子の妃であった額田王を天智天皇が奪ったとする説が流布しており、大和三山

の歌とともに、次の歌がその根拠とされている。最近では、この説に反論する学者もいる

が、話が面白いので根強い人気があり、万葉集の入門書には必ず登場する。参考までに歌

を掲げると次の様なものであった。

〇天皇の蒲生野に遊猟(みかり)したまへる時、額田王のよみたまへる歌

茜さす紫野ゆき標野ゆき野守は見ずや君が袖ふる

〇皇太子の答へたまへる御歌 明日香宮ニ御宇シシ天皇

紫のにほへる妹を憎くあらば人妻故に吾(あれ)恋ひめやも

〇紀ニ曰ク、天皇七年丁卯夏五月五日、蒲生野ニ縦猟シタマフ。時ニ大皇弟諸

王内臣及ビ群臣皆悉ク従ヘリ。

＜訳＞紫草のように色あでやかな妹よ。そなたをどうして憎く思えるでしょうか。

今は人妻になったあなたですが、わたしはなお一層恋しくてならないのです。

天智七年（674年）に額田王と大海人皇子が大勢の従者が居る中で交わした歌で、これ

がなぜ天智天皇に額田王を取られてしまった状況を表すか理解に苦しむ。

額田王が「野原で愛しい人が袖を振る」と詠んだのに対して、大海人は「艶やかな女性

が思いを寄せてくれるのは有難いが、相手がカアチャンではなあ。」と茶化したと思われ

る。「人妻ゆえに吾恋いめやも」を拡大解釈しているに過ぎないのでは無かろうか。大海

人皇子が大勢の前で上記の訳のようなことを仮に言ったら、天皇を侮辱したことになり、

只では済まない。不思議な解釈である。額田王は当時37歳で通常では宿下がり（暇をもら

い親元などへ帰ること）をする年代であった。

５ まとめ

以上、断片的な情報を基に額田王とその背景にある額田部の実態を探ってきたが、いか

んせん証拠が不十分である。最後に筆者の大胆な推論を披露して、まとめに代えたい。

斉明天皇の許に才覚に秀でた若者がいた。斉明天皇はこの若者を我が子のように可愛が

った。やがて若者は２人の娘を娶る。２人との出会いが若者のその後の人生を決定付ける

結果となった。１人は和歌の才能により宮中での人気者になり、和歌の掛け合いにより若

者へも注目が集まった。もう一人は地味ではあるが出身の海人族の伝手を生かして東国と
つ て

太いパイプを敷いた。

額田王が作ったとされる最も古い『万葉集』の７番、９番の歌の年代を想定してみると

658年頃になり21歳の頃に造った。既に十市皇女（653年）や高市皇子（652年）は誕生し

ており、大海人皇子の評価は高まりつつあった。

２人の妃が築いた地方と関係は壬申の乱に際して真価を発揮する。額田氏と関係が深い



- 4 -

湯沐邑を中心とした美濃氏、海人族に繋がる尾張氏をバックに大海人皇子は立ち上がった。
とうもくゆう

事の発端は尾張氏などへの無理な徴兵にあったが、大海人軍は徴兵に反対する民の声をバ

ックにして快進撃を続け、大津京は２か月で陥落した。

その後、大海人皇子は飛鳥に戻り天武天皇として即位する。前政権の体制を継続するた

め、入り婿状態で後宮を構成したため、結果的に天智天皇の皇女を４名も妃に迎える破目

になってしまった。大津京が無くなったため、皇女達のいる場所が無くなったことも起因

するかもしれない。

しかし、前から居た額田王や尼子媛は、依然天武天皇の妃であり、天武十二年（683年）

に額田王の病気が悪化すると自ら出向いて見舞った。額田王の死去に際して書紀は「薨」

と記述している。この文字は皇族か三位以上の者が死去した時に使われる文字であり、額

田王は生涯天武天皇の妃であった。

天武天皇と「八色の姓」
名古屋市 石田 泉城

１ 八色の姓
や く さ の か ば ね

八色の姓とは、天武天皇十三年（684年）十月に天武天皇が新たに制定した、真人、朝臣、
や く さ の か ば ね ま ひ と あ そ み

宿禰、忌寸、道師、臣、連、稲置の八つの姓の制度のことです。
す く ね い み き みちのし おみ むらじ い な ぎ

これ以前に書紀には姓の制定記事はありません。
かばね

２ 真人の姓

私は、この姓の制定に関して疑問があります。

最も大きな疑問は、「八色の姓」を与える主である天武天皇自らが、いわゆる和風諡号

にあるとおり天渟中原瀛真人として真人の姓をいただていることです。
あまのぬなは らおきのまひと

和風諡号は、第41代持統天皇以来、先帝の崩御後に行われる葬送儀礼の一環として行わ

れてきたもので、初代神武天皇から第40代天武天皇までについては慣習的に和風諡号と呼

ばれており、生前尊号であった可能性もあります。

この真人の姓が天武天皇だけの唯一の姓であれば、トップに値する王者に付されたと理

解できますが、書紀の記事には、八色の姓を制定すると同時に、守山公・路公・高橋公・

三國公・当麻公・茨城公・丹比公・猪名公・坂田公・羽田公・息長公・酒人公・山道公の

十三氏に真人の姓を授けたとされます。

冬十月己卯朔、詔曰、更改諸氏之族姓、作八色之姓、以混天下萬姓。一曰眞人、二曰朝

臣、三曰宿禰、四曰忌寸、五曰道師、六曰臣、七曰連、八曰稻置。是日、守山公・路公・

高橋公・三國公・當麻公・茨城公・丹比公・猪名公・坂田公・羽田公・息長公・酒人公・

山道公、十三氏賜姓曰眞人。

詔して曰はく、更諸氏の族姓を改めて、八色の姓を作りて、天下の万姓を混す。一つ
まろか

に曰く真人、二つに曰く朝臣、三つに曰く宿禰、四つに曰く忌寸、五つに曰く道師、六つ

に曰く臣、七つに曰く連、八つに曰く稲置。・・・

となると、生前尊号であろうと、真人の姓を付された天武天皇は、彼らと同列というよ

うにみられていたことになります。

つまり、天武天皇は、皇位につく前は、天皇の臣下の地位であった可能性があるという

ことになります。
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３ 漢皇子

漢皇子について、書紀には「天豐財重日足姫天皇初適於橘豐日天皇之孫高向王而生漢皇

子」とあり、天豊財重 日足姫天皇（皇極天皇）は初めに橘豊日天皇（用明天皇）の
あめとよ たからいかし ひたらしひめの すめらみこと

孫の高向王と結婚して漢皇子を産んだとされます。

酒井誠氏から拝借した『白村江の戦いと壬申の乱』（現代思想新社、1987年）において、

小林惠子は、この漢皇子が大海人であり外国生まれの外国育ちとされます。大和岩雄など
や す こ

も大海人は漢皇子であるという説です。

大海人が漢皇子であるかどうかは推測の域にしかないと私は考えますが、大海人の諱か

らして、大海人は、まさに阿曇や宗像の海人族を背景にした人物であったと思われます。

４ 海人族

天武の支持母体が海人族であるとすれば、それは諱が田村で和風諡号が息長足日広額
おきなが たらしひ ひろぬか

天皇である義父の舒明天皇から受け継いだと推測されます。この息長は、神功皇后の和風

諡号の息長帯比売にあるように海人族の有力な一派です。

大海人皇子は、天智天皇の死後に「壬申の乱」を起こし、それまでの正当な皇統ある天

智の息子・大友皇子（弘文天皇）を死に至らしめて政権を掌握しました。

当時、広範囲にわたり一大勢力を保持していた海人族の代表者として、大海人皇子は、

阿曇や宗像とともに海人族の勢力を誇示し、本来の皇統ではない真人でありながら海人族

の力を背景に天皇に即位できたと考えられます。

乙巳の変の時点では、大海人皇子の存在は表れておらず、書紀が全三十巻ある書紀のう

ち二十八巻と二十九巻が天武天皇の事績に費やしているのは、編纂当時の勝者である天武

天皇の即位の正当性を示すためであったということになるでしょう。

５ 蛇足「宿彌」

最後に、蛇足ですが八色の姓のそれぞれの姓の読み方についての疑問です。宿禰以外の
や く さ の か ば ね

真人、朝臣、忌寸、道師、臣、連、稲置については、すべて訓読みであるのに対して、
ま ひ と あ そ み い み き みちのし おみ むらじ い な ぎ

宿禰だけが、なぜか呉音読みです。武内宿禰にあるように、宿彌の姓は、八色の姓の制定

以前の遙か以前からあったことを示唆しているように思えます。

宿禰の宿の訓読みは「やど」で、禰は、「かたしろ」ですから、宿禰を訓読みすれば「や

どかたしろ」となると思われるのですが、一般に「すくね」と読まれます。呉音で読めば、

宿は「すく」で、禰は「ない、ね」ですから、宿禰は、呉音の「すくね」です。

さらに、宿禰は、足尼と書かれたとされます。足尼は、訓読みでは、「あに」「たりあま」

などとなりますが、呉音読みであれば、足尼の足が「そく」で、尼が「に、ねい」ですか

ら「そくねい」→「すくね」と読めないことはないと思われます。

なぜ、宿彌・足尼は、訓読みではなく、呉音読みなのでしょうか。そして、第19代允恭
いんぎょう

天皇は、雄朝津間稚子宿禰尊とされます。だれがいつ允恭天皇に宿禰の姓を与えたのでし

ょうか。興味深いテーマを与えてくれているようです。

『宋書倭国伝の司馬曹達について
東海市 大島 秀雄

１．まえがき

『宋書』倭国伝の元嘉二年（425年）条にある倭王讃の朝貢の使者の司馬曹達について、

「東海の古代」第254号で石田泉城氏は任那日本府で現地採用された官職名が司馬を名乗
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る中国系の人物であり、倭讃の使者として宋に上表文、そして曹達の発案・進言で高句麗

で得た方物を届けたと解釈され、補足の説明をされています。

しかしながら、その解釈には疑問な点がありますのでそれを記すと共に、別の解釈を提

示してみたいと思います。

２．疑問点

（１）当時、倭国で「司馬」や同様の官職名が使われていた例が見当たらないので、曹達

が倭王の臣下なのかは疑問です。

地理的に中国に最も近い高句麗の官制は、漢族王朝の官品のように品階に対応した官

職体系や、文官・武官別の編制が行われた痕跡も見い出せないとする意見が支配的です。

百済の場合の「王・侯・太守」制の萌芽は450年以前に求められようが、その積極的

な活用は475年の漢城陥落にともなう熊津遷都ののちと考えられており、地方の太守で

将軍兼司馬を名乗った人物は、472年の龍驤将軍帯方太守司馬張茂が最古の例のようで

す。

また、倭国でも中国の律令制度や官職の体系を調査し、ある程度は理解 していたと

思われますが、大化改新以前の武門の官職は来目部、靫負部、大刀佩部であり、この時

代に大宝令で制定された四等官（長官、次官、判官、主典）は存在していなく、大宝令

において征討の役がある時に編成される軍隊では、将軍・副将軍・軍監・軍曹・録時が

指名され、中国の官職名である校尉・司馬・軍侯などをそのまま採用している訳ではな

いことも上記の疑問に繋がります。

（２）倭国関連の中国の正史である『宋書』、『隋書』、『旧唐書』において倭国の遣使の使

者名らしきものが記載されているのは司馬曹達だけであり、これを倭国の使者だとする

と、よほど特殊な例ではないかと思われますが、名前を記載した理由が見当たりません。

単に中国語が堪能であっただけでは名前が記載されるはずもなく、『旧唐書』日本国伝

では使者の粟田朝臣真人について、朝臣真人とは中国の戸部尚書のような官であるとの

説明が付加されていますので、曹達の場合も倭国の使者として「司馬」を名乗ったので

あれば、倭国の武門の体系等を質問され、その結果が『宋書』に記載されているはずだ

と思うのですが、何も記載されていないのは不思議です。

３．前燕の司馬冬（佟）寿の場合

前燕の慕容仁の幕下にあった司馬冬寿（289～357年）は慕容皝に討伐されて高句麗に亡

命しますが、北朝鮮の安岳3号墳の彼の墓誌銘が示す称号は「使持節、都督諸軍事、平東

将軍、護撫夷校尉、楽浪相、昌黎・玄菟・帯方太守、都郷侯」であり、冬寿亡命後の高句

麗の東晋への遣使は1回のみであることから、高句麗の庇護下にあった冬寿が高句麗の遣

晋使を通じて東晋の正式な称号は受けなかったと思われることから、自称していたのでは

ないかとみられています。

冬寿は前燕の時の「司馬」の官職名を名乗っていないことから、自称とは言え高句麗に

はない官職名は名乗らなかったものと考えます。

従って、もし司馬曹達が倭王の臣下であったならば、倭国にはない司馬を名乗らなかっ

たのではないでしょうか。

４．『宋書』倭国伝の解釈

「讚又遣司馬曹達奉表獻方物」を、「讃は、また司馬曹達を遣わして表を奉り方物を献

ず。」と解釈すれば曹達は讃の臣下であるように読めますが、「遣」を使役助動詞と考えれ

ば、「讃は、また司馬曹達をして表を奉り方物を献ぜしむ。」と読めるので、この場合は宋
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の司馬の職にあった曹達を介して表の奉呈と方物の献上をしたものと解釈されます。

つまり、宋の司馬職の曹達を介して倭国王の書を奉呈したのは通常のルートではなかっ

たので、わざわざ「司馬曹達」の名前を『宋書』倭国伝に記入したものと考えます。

５．『日本書紀』との整合性

『宋書』倭国伝の元嘉二年条にある倭王讃の朝貢について、筆者は「東海の古代」第25

4号で『日本書紀』の応神三十七年～四十一年条に対応していることを紹介した訳ですが、

応神三十七年条には使者の阿知使主・都加使主が高麗国に渡って呉（宋のこと）へ行こう

と思ったが道が分からず、高麗王が道案内として久礼波・久礼志をつけてくれたので呉に

行くことが出来たとの記事があり、『太平御覧』にこの時の朝貢の方物として高句麗の特

産品が書かれているのは、『日本書紀』のこの記述からして納得できるものです。

雄略紀に遣宋使だった身狭村主青と檜隈民使博徳は雄略二年条に書記の職務である史部

として登場しており、また応神紀の遣宋使であった阿知使主や都加使主の後裔の一族なの

で、宋との交流の記録はほぼ正確に『日本書紀』に書き写されたものと思われます。

６．おわりに

わが国では国司の判官である「掾」の唐名の「司馬」が私的に使われていた可能性があ

りますが、時期的には律令制下の平安時代以降のことと思われ、『宋書』倭国伝の司馬曹

達については、宋の武官の可能性は否定し難いと考えます。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

竹内前会長への追悼文に想う

東海古代研究会 会長 畑田寿一

「古田史学会報」No.166に、古田史学の会の古賀代表が弊会の竹内強前会長への追悼文

を掲載戴きました。誠に有難く一同感謝いたしております。

この中でも触れられていますが、竹内前会長は、古田武彦先生とエクアドルに行き、「こ

こが魏志倭人伝の黒歯国にあたるのでは」と思ったことなどを我々にもよく話をされてい

ました。その後、2013年にはTV「世界ふしぎ発見」で中南米の古代文化と縄文文化との関

連が紹介され、エクアドルの縄文土器や甕棺墓の存在が一般に知られるようになり、最近

ではアンデスの黄金板に掘られた文字が日本の神代文字に似ていると主張する研究者も現

れて、中南米と日本との関係が注目されるようになりました。

当時は若かったとはいえ、20年前にエクアドルまで調査に行く古田先生とそれをしっか

り補佐された竹内前会長の行動力は学ぶべきものがあります。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

竹内宅への弔問

2021年11月25日（木）に畑田会長と石田の二人で弔問し、奥様との懇談で竹内前会長の

優しい人柄などを懐かしむとともに、奥様に案内いただき竹内家の菩提寺である正盛院へ

墓参り致しました。

なお、奥様から別添のリストのとおり竹内氏所蔵の図書を多数いただきましたので、会

員の皆様で読みたい著書があれば事務局まで連絡ください。


